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Sex Difference of Sensitivity to Peroxidation in Rats. I 
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In order to know Sex difference of sensitivity to peroxidation， we investigated α-tocopherol 
content， chitocrome P-450 activities and thiobarbitic acid reacting substance (TBARS) for 
enzymatic and non-enzymatic lipid peroxidation. 
Female was more sensitive to peroxidation under enzymatic lipid peroxidationtha:n male in 
liver Ms and kidney Ms. Male was more sensitive to peroxidationunder enzyma.tic lipid 
peroxidation than female in kidney Mt. 
Female was more sensitive to peroxidation under non-enzymatic lipid peroxidation than male 
in liver Mt and liver Ms. Male was more sensitive to peroxidation under non-enzymatic lipid 
peroxidation than female in kidney Mt and kidney Ms. 















































糖溶液:3mM トリス一塩酸緩衝液(pH 7. 4) : 






325nm) ，記録装置は， System instrements Co. 
Chromatocorder21を用いた.カラムは， TOSOH 
TSKgel Silica-60 4. 6ID x 250mm，移動層は，ヘキ





























4 α一トコフェロールの測定 Fe-AsAによる脂質過酸化は， Mtまたは Msけん
MtまたはMsけん濁液に，ピロガロール・エタノー 濁液(2.5mgprotein/ml)に，終濃度として 50mMリ
ル溶液，内部標準として 2，2， 5， 7， 8ー ベンタメチ ン酸カリウム緩衝液(pH7.4)， 400μM ADP， 20μM 
ル6ヒドロシキクロマン・エタノール溶液，水酸化カ FeCh， 450μM AsAを加えた.370Cでインキュベー
リウムを加え， 700Cで60分間ケン化した.冷却し トし， 0， 15， 30， 60， 120， 180分後の TBARSを測
エチルアセテート:ヘキサン(1:9)混液で激しく撹持 定した 8)
した後，遠心分離した.上層を窒素ガス下， 400Cで NADPHによる指質過酸化は， MtまたはMsけん
エパポレートし，ヘキサンで適当な濃度に希釈して， 濁液(1.5mg protein/ml)に，終濃度として 20mM
HPLC分析を行った 5) リン酸カリウム緩衝液(pH7.0)， 40μM NADPH， 
HPLC装置は， TOSOH CCPS，検出器は， TOSOH 20mM ニコチンアミド， 90mM塩化カリウムを加え





















































3.667:t 1.220 2.488:t0.182* 
1.080:t0.229 1.410:t0.920 
Values are means:tS.D. of 6 rats. 
料 p<O.OlvS.male *p<0.05 vs.male 
Table 2. Cytochrome P-450 activities of mitochondria and microsome in organs. 














0.043 :t0.010 0.066:t0.018* 









AHA: Ani1ne hydroxylase activity， ANDA:Aminopyrine N-demethylase activity 
Values are means:tS.D. of 6 rats. 料 p<O.OlvS.ma1e *p<0.05 vs.male 
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Fig. 1. TBARS in liver rnitochondria incubated 















Fig. 3. TBARS in kidney rnitochondria incubated 














Fig. S. TBARS in heart rnitochondria incubated 



























Fig. 4. TBARS in kidney rnicrosorne incubated 
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Fig. 6. TBARS in heart rnicrosorne incubated 
with Fe-Ascorbic acid. 
• Male， OFernale 
Values are rneans :t S.D. of 6 rats. 
*p < 0.05 vs. Male 
ラットの被過酸化性における性差(第2報)
は雄が有意に高く，アミノピリン Nー デメチラーゼ活 (18:2) ，アラキドン酸(20:4)，DHA (22:6)の多価不飽
性は雄が高い傾向にあった. 和脂肪酸の減少がみられ， Mtの脂質構造の変化や，
心臓は，Mt，Msの両活性とも測定感度以下であった. 機能の低下を招くという報告があり 18) 今回も
20:4， 22:6などの含量が高かった雌で、より TBARSの
3 NADPHによる脂質過酸化 増加がみられたので、あろう.また， Mtの膜は，外膜
肝臓Mtでは，雌雄とも NADPHによる TBARSの と内膜を形成しており，どちらも多価不飽和脂肪酸
増加はほとんど認められなかった 18:2，20:4， 22:6の割合に大きな差はない 19)が， Fe-
肝臓Msでは， 0分から 15分後までの TBARSの増 AsAによる脂質過酸化の促進をしているときに， Mt 
加はごくわずかであったが， 5， 10， 15分後に有意に の主として外膜に結合しているホスホリパーゼ A2
雌が高くなった(p<0.05). (PLase A2)が活性化されること，また内膜に結合し
腎臓 Mtでは，雌雄とも O分から 5分後での ていると思われる Mg2+-ATPaseも活性化されるこ
TBARSの急な増加がみられ， 5分から 15分後の増加 とが示されており 20)，21)， PLase A2によって Mtの
は緩やかであるが， 10， 15分後で有意に雄が高くなっ 膜リン脂質から不飽和脂肪酸が遊離して，機能の低下
た(p<O.05). が起こる可能性が考えられている.
腎臓 Msでは，雌雄とも O分から 15分後までの 以上より， Mtでは非酵素的脂質過酸化促進因子に






4 Fe-AsA による脂質過酸化 脂肪酸を多く含んでいることから，容易に脂質過酸化
肝臓Mtでは， 30分以後雌でTBARSが急激に増加 を起こし， TBARSの生成 22)，多価不飽和脂肪酸の減
し， 180分後には有意に雌が高くなった. (fig. 1.) 少 23)，膜流動性の減少 24)，膜の崩壊 23) ミクロソー
肝臓Msでは，雌がやや高い傾向を示した. (fig. ム酵素の失活 23)などの現象が報告されている.
2.) Msでは，チトクロム P-450活性が雄の方が高かっ
腎臓 Mtでは， 60， 120， 180分後には有意に雄が たことから NADPHによる TBARSは，雄で高くな
高くなった. (fig. 3.) ることが推察されたが，反対の結果であった.これは，
腎臓Msでは， 180分後には有意に雄が高くなった. 酵素的酸化においても，過酸化の基質になる多価不飽
(fig. 4.) 和脂肪酸の割合の方が重要であることを示唆している.
心臓では， Mt， Msとも経時的な TBARSの増加が 基質としての多価不飽和脂肪酸含量がTBARSの増













による TBARSの増加はほとんど認められなかった 2 腎臓










Fe-AsAによる TBARSが， Mt， Msとも雄で高く
なったのは，多価不飽和脂肪酸の割合が雄で高かった
ことと一致している.
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